
林道点検と登山道修復記

蕎麦収穫作業組と午後の山道修復の共同作業

を約束して、金剛三山の一つ大日岳(1094m)を

目指して登山開始しました。岩坂の関電橋手前

で先日の豪雨禍の影響で林道がストップ。松尾

まで、更に２か所林道が荒れていました。土石

の流出は、さほど多くないですが林道全幅で、

長さ１０～４０m・流出土砂の高さ１５～４０

cmほどありました。足谷川にも所々流木が絡み

無残な箇所が３～５か所ありました。これらは

森林組合で機械修復していただきましょう。松

尾関電橋から桐山道へ入り青崩道を目指しまし

た。

午後の修復時間を考慮し青崩道上の小高いピー

ク(905m)で今日の登山を終了しました。

大日岳の登頂は年初初夢登山にしましょう。昼

食後下山し、坊領山下の山道崩落現場に到着。

蕎麦収穫作業組と合流して、暫定う回路の設定

とロープ張り作業を行いました。雨天のため、

う回路の本格作業は後日とし全員で下山しまし

た。岩坂～足谷林道間の下り初めの箇所も少し

、手入れが必要と思いました。過日の豪雨禍の

あと、東條さんが桐山道・水分道を緊急点検し

てくれました。“崩壊は１か所”と情報提供を

頂いての今日の行動でした。

東條さん、修復作業参加の皆様ありがとうござ

いました。

＜記：辰巳晃＞
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作業行程 ① そばの収穫

② 登山道の修復作業

・今回は、８月に種蒔きを行った「そば」の収穫と、先月の台風による豪雨で崩れた登山道（桐

山・二河原邊道）の修復作業を行いました。

第７０号 平成２９年 １１月 ３０日
＜ 倶楽部員募集 ＞

金剛山千早赤阪倶楽部では、倶楽部員を募集しています。

登山・登山道の整備・そば栽培・畑の手入れ等々に興味のある

かたならどなたでも参加いただけます。

入会金・会費は全く不要です。

入会をご希望の方は、各月の活動日に直接、集合場所にお越し

ください。

お問合せ等は、右の連絡先又はメールでお願いします。

秋蕎麦の収穫作業と登山の予定を変更して、
台風による豪雨で崩れた登山道の修復作業を行いました。

奉建塔を望む畑で蕎麦の収穫



＜次回のご案内＞

１２月 ２４日（日） ＊ 昼食・お茶は各自でご用意下さい。 ＊

集合場所 二河原邊集会所

時間 ９時集合 （＊電車で来られる方は、富田林駅から金剛バスで「森屋」まで来てください。）

＜「森屋」バス停まで送迎出来ます。＞

＜行事予定＞

１．倶楽部トレッキング（桐山道～水分道の点検・整備）

＜富田林 ⇔ 森屋 バス時刻＞

・富田林→森屋 ８：２０（水越峠行き） 、 ８：３５ （千早ロープウェイ前行き）

＜「金剛山赤坂古道」の地図をホームページにアップしました。＞
・「金剛山赤坂古道」の地図（A４判）を倶楽部のホームページ（周辺紹介）のページより

PDFでダウンロード出来るようにしましたのでご活用ください。

また、印刷物の地図が必要な方は、ご連絡下さい。

そば収穫・登山道修復作業

今日は、ひさしぶりの秋晴れ。千早赤阪の木

々も一段と赤く染まっている。

多くの女性の方が、参加され、より一層、明る

い雰囲気になる。2班に分かれ、活動すること

になる。

Ａ班は、1000ｍ登山。Ｂ班は朝から秋そばの

収穫作業。そして、午後から下山途中のＡ班と

ドッキングをする。私は、Ｂ班に入り、秋そば

の収穫作業をする。去年より豊作。余ったそば

は、「売ろうか」という冗談も飛び出すほど、

和気あいあいと楽しく作業をこなす。ただ、な

かなか思うようには、収穫出来ない。手作業の

場合、どうしても、取り残してしまう。取り残

したそばは、また、来年、花を咲かせ、実を付

けてくれるだろうと思いながら午前中の作業を

終える。

午後からは、先日の大雨で土砂が崩れ、危険

な登山道の修復作業をＡ班、Ｂ班の共同作業で

行う。Ａ班は、金剛山から下山し、Ｂ班は、持

講、岩坂、上岩坂、坊領山、鉄塔下を登り、そ

の先の目的地でドッキングをした。危険個所に

通行止めのロープを張る。そして、危険個所を

遠巻きにした新たな道を作り、ここには、登り

やすいようにロープを張る。

終わって、みんな充実した顔をしていた。

＜記：高見義一＞

金剛山千早赤阪倶楽部 殿

11月26日に4人で登りました。

登山道が整備されており、安心し、また各位

の努力に感謝しております。

茶碗原と上赤坂城跡の間で、最初の「本丸

」の表示で左に行き、若干迷いました。二の

丸跡に行った様でした。すぐに戻り、次の「

本丸」の表示で左に下りました。早く分岐点

に着いたと感じた道迷いでした。あとは、地

図は確認程度で、踏み跡がしっかりしていま

した。日頃の整備に感謝します。

金剛山愛好者

崩落した登山道と修復作業

＜お知らせ＞

先日、登山者の方から倶楽部宛にメールを

頂きましたので、以下にご紹介させていただ

きます。

本人のご了解を頂いた上で、匿名で掲載さ

せていただいています。


